
●区別公園数・公園面積等及び緑被率

区民１人当たり 区域面積に占め

公園面積（㎡）※ る公園の割合 ※

横 浜 市 2,560 1,697 4.7 3.9% 31.0%
鶴 見 区 128 69 2.6 2.1% 14.7%
神奈川区 148 81 3.6 3.4% 23.5%
西 区 45 26 2.9 3.7% 13.1%
中 区 82 93 6.5 4.5% 15.2%
南 区 129 41 2.1 3.2% 16.0%
港 南 区 175 79 3.6 4.0% 23.0%
保土ケ谷区 154 93 4.5 4.3% 32.2%
旭 区 193 165 6.7 5.0% 37.1%
磯 子 区 113 43 2.6 2.3% 27.8%
金 沢 区 202 293 13.9 9.6% 31.8%
港 北 区 163 113 3.5 3.6% 27.8%
緑 区 148 109 6.3 4.3% 44.3%
青 葉 区 226 98 3.3 2.8% 34.0%
都 筑 区 135 157 8.3 5.6% 36.1%
戸 塚 区 207 107 4.0 3.0% 39.0%
栄 区 122 59 4.7 3.2% 42.1%
泉 区 94 34 2.2 1.4% 41.1%
瀬 谷 区 96 37 2.9 2.2% 35.9%

●緑被率の推移

●瀬谷区の主な緑地（平成20年3月末現在）
指定年月 指定面積(ha) 指定場所

昭和50年12月 18.2 瀬谷町・東野台

平成４年 ４月 1.8 宮沢二丁目

平成４年11月 2.4 宮沢一丁目

平成５年 ４月 2.0 宮沢三丁目

平成15年11月 1.8 宮沢二丁目

平成17年10月 2.2 宮沢一丁目

　　　 樹林地のほか、草地や農地も緑被として集計している。　　　　　　　　資料：環境創造局（※は瀬谷区で算出）

東山ふれあい樹林と全域重複
指定
うち2.1haは宮沢ふれあい樹林
と重複指定

東 山 ふ れ あ い 樹 林

宮 沢 ふ れ あ い 樹 林

東 山 特 別 緑 地 保 全 地 区

宮沢・蟹沢特別緑地保全地区

備　　　　考

瀬 谷 市 民 の 森

区　名

公園（平成19年度末）

緑被率：緑の総量を把握する方法の一つで、航空写真によって上空から見たときの緑におおわれている土地の割合。

資料：環境創造局

資料：環境創造局

緑被率
（平成16年６月末）公園数 公園面積（ha)

※平成16年の調査では、調査方法を変更しているため、厳密な意味では前回の調査結果との比較はできません。

宮 沢 特 別 緑 地 保 全 地 区
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●公共下水道普及率の推移（各年度末現在）

●道路延長・道路面積（平成20年４月１日現在）

※道路率：行政区面積に対する道路面積の割合

●相模鉄道線の乗降客数（平成19年度）

●相模鉄道線の１日平均乗降客数の推移

●瀬谷区自動車保有台数（平成20年３月31日現在） （単位：台）

資料：環境創造局

軽自動車
軽二輪軽四輪

横
浜
市

瀬
谷
区

有料道路
市　　　道

302,563

資料：国土交通省関東運輸局（ただし、軽二輪は次年度当初の軽自動車税課税台数に基づく）

26,211

乗車人員

横 浜 駅

42,51640,018

二 俣 川駅
三 ツ 境 駅

436,222

定期外

60,515
41,517

2,240

40,711

966
大型特殊
117

小型二輪

1,708 10,535

61,539

439,885
72,643

1,381
288,919

5,007

54,269

437,354
78,009

17年度

98.4

110,982
県　　　道

計

100.0199,782

7,597,699
780

269,872

国　　　道

国　　　道
県　　　道

780
16,886

市　　　道

7,175,650

有料道路
計

道路延長
(m)
110,982
199,782
7,298,391
111,285
7,720,440

1,381

2,674,252
2,822,867

100.0

47,433,776
3,570,222
56,501,117
31,660
214,738

100.0
100.0
95.2283,516

16,886

1,803,64295.5

1,521,479
35,765 35,765

1,760,350

13.0

10.5

47,035,169
3,570,222
56,102,510
31,660
214,738

舗装面積
(㎡)
2,674,252
2,822,867

道路延長
道路率※
(％)

舗装延長率
(％)
100.0

111,285
98.3
100.0

（単位：千人）

区　　分
道路面積

道路面積
(㎡)

舗装延長
(m)

三 ツ 境 駅
7,628

資料：道路局

1,478,187

14,823

定期
54,26980,921

瀬 谷 駅

6,801
4,415
2,884

11,150
7,891

8,004
6,735

二 俣 川駅

（単位：人）

8,004
11,312

総数 定期
横 浜 駅 80,480

14,805

総数

4,5786,735
5,007 2,621

平成15年度 16年度
442,194

18年度
437,932

19年度

瀬 谷 駅
60,923

77,895
60,468

総数

58,660
貨物用
4,932

登録自動車
乗合用
83

乗用
38,079

特殊用途

降車人員

資料：相模鉄道（株）
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資料：相模鉄道（株）
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●瀬谷区ごみ収集状況

平成16年度

17年度

18年度

19年度

＊平成17年4月から分別収集品目拡大

 ●二酸化窒素等測定状況

※光学オキシダントは昼間（5時～20時）における１時間値が0.06ppmを超えた時間数。その他は年平均値。

●境川の水質

●瀬谷区公害問題苦情発生件数の推移

資料：環境創造局

呼吸とともに人体に取り込まれ、呼吸器疾患の原因になります。

呼吸器疾患の原因になったり、動植物に被害を及ぼしたりします。

資料：資源循環局

（単位：トン）

H16測定項目 H15

燃やすごみ
ビン・缶
ペットボトル

二酸化窒素（ppm） 0.0210.024

0.005

0.025 0.022

0.005

0.023

388

二酸化硫黄（ppm） 0.0040.005

256 418

0.005

光化学スモッグの原因となる大気中の酸化性物質の総称のことです。423

浮遊粒子状物質（mg/㎥） 0.0300.038 0.034 0.035 0.034

光化学オキシダント（時間） 454

気道や肺胞に沈着し、呼吸器疾患の原因になります。

測定地点：南瀬谷小学校

H19H17 H18 備　　　　　考

プラスチック製
容器包装 古紙・古布

30,264
22,048

－
1,627

22,160
20,355

1,900
1,998
1,971
1,893

1,676
1,743

－
656
408
320

「ヨコハマはＧ３０」マスコット　へら星人ミーオ
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資料：環境創造局

資料：環境創造局

(件)

※ＢＯＤとは水中の微生物が有機物を分解するの
に要した酸素量のことで、数値が高いほど水が汚
れていることを示しています。

※水素イオン濃度指数とは酸性、アルカリ性の度
合いを表す指標で、７より小さい場合が酸性、大
きい場合がアルカリ性を表します。

水素イオン濃度指数（PH） 生物化学的酸素要求量（BOD）

資料：環境創造局
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●瀬谷区火災発生件数の推移
平成15年 16年 17年 18年 19年

42 37 48 33 44
放火（疑い含む） 16 10 20 10 15
たばこの不始末 3 5 4 4 3
電 気 器 具 3 4 4 3 3
食 用 油 引 火 3 3 6 2 4
そ の 他 17 15 14 14 19

68 196 240 85 44
- 1 3 1 2
3 3 6 3 6

●瀬谷区救急出場件数の推移 （単位：件）

平成15年 16年 17年 18年 19年

5,063 5,197 5,394 5,120 5,364
急 病 3,204 3,309 3,578 3,391 3,574
一 般 負 傷 747 787 797 813 840
交 通 事 故 634 651 613 554 582
自 損 行 為 89 74 85 72 72
加 害 45 68 53 54 40
労 働 災 害 45 38 29 38 30
火 災 事 故 25 19 16 15 27
そ の 他 274 251 223 183 199

●瀬谷区内刑法犯認知件数の推移 （単位：件）

平成15年 16年 17年 18年 19年

2,357 2,870 1,787 1,621 1,494
1,898 2,158 1,360 1,260 1,199
13 13 6 7 6
87 104 91 82 90
42 74 62 36 49
7 7 6 12 6
310 514 262 224 144

●瀬谷区内交通事故発生状況の推移
平成15年 16年 17年 18年 19年

948 905 902 832 776
46 24 25 25 33
91 96 98 94 71
115 111 110 82 67
18 16 25 26 22
108 89 89 75 55
104 109 105 115 112
32 37 39 47 43
434 423 411 368 373
1 3 2 1 4
36 53 31 40 44

1,102 1,018 1,033 980 877

出 場 件 数

内
　
　
訳

火 災 件 数 （ 件 ）

資料：瀬谷消防署

負 傷 者 （ 人 ）

出
火
原
因

資料：瀬谷消防署

建物焼損面積（㎡）
死 者 （人 ）

計

内
　
　
訳

窃 盗 犯
凶 悪 犯
粗 暴 犯
知 能 犯
風 俗 犯
そ の 他

路
線
別

（
件

）

一般国道246号

県  道

横浜厚木線
丸子中山茅ヶ崎線
阿久和鎌倉線
瀬谷柏尾線

市  道

重  傷  者  数  （人）
軽  傷  者  数  （人）

資料：瀬谷警察署

資料：瀬谷警察署

環状４号線
五貫目第78号線
その他

死     者    数  （人）

件　　　数　（件）

消  防

警　察
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